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バウムガルテン『形而上学』訳注


















2  Gottfried Wilhelm Leibniz, Meditationes de cognitione, veritate et ideis, 1684.
3  Alexander Gottlieb Baumgarten, Aesthetica, Frankfurt a. d. Oder 1750/58. この書はラテン語であるが、
ドイツ語の講義ノートも公刊されている。Deutsche Kollegnachschrift der Ästhetik. In: Bernhard Poppe, 
Alexander Gottlieb Baumgarten, Seine Bedeutung und Stellung in der Leibniz-Wolffischen Philosophie und seine 
Beziehungen zu Kant, nebst Veröffentlichung einer bisher unbekannten Handschrift der Ästhetik Baumgartens, 





ドイツ語で祖述注釈した『あらゆる美的学の始元諸根拠』（Anfangsgründe aller schönen Wissenschaften）3







（Vernunftlehre, Halle 1752. 全 842 頁を 159 頁に圧縮した『論理学抜粋〔理性論からの抜粋〕』（Auszug aus 




















ン版『ヘルダー全集』第 4 巻、16 頁）。
つまり、全部で 1000 パラグラフのコンパクトなハンドブックである『形而上学』を精
5  Metaphysica, 1739 Halle. 2. Auﬂage, 1743. 3. Auﬂage, 1750. 4. Auﬂage, 1757 (In: Kant‘s gesammelte Schriften, 
herausgegeben von der Königlich Preußischen Akademie der Wissenschaften Bd.XVII). 5. Auﬂage, 1763. 6. 
Auﬂage, 1768. 7. Auﬂage, 1779 (Reprint: Hildesheim 1973). 本稿では、カントが使用した第 4 版を底本とす
る。原文でスモール・キャピタルで綴られている部分は《　》に入れて表示した。原文でイタリックの
部分はボールドで表わした。参照指示の部分を原文にはない丸括弧で括った。〔　〕は訳者が補った部分
である。この書をマイアーは、4 巻本で全 1800 頁余り（「序論、有論」463 頁、「宇宙論」312 頁、「心理学」
511 頁、「自然神学、索引」528 頁）にもなる自身の『形而上学』（Metaphysik, Halle 1755-1759）において
逐行解説し、1766 年には逆に、バウムガルテンの全 1000 パラグラフを 743 パラグラフへ圧縮再構成した
独訳版『バウムガルテンの形而上学』（のちの 1783 年にヨハン・アウグスト・エーベルハルトが注釈を
付けて復刻する）も出版して、バウムガルテンの形而上学の普及にも努めた（Alexander Gottlieb Baum-
gartens, Professors der Philosophie, Metaphysik, Neue vermehrte Auﬂage, übersetzt von Georg Friedrich Mei-
er, herausgegeben von Johann August Eberhard, Halle, 1783）。この独訳は 2004 年に Dietrich Scheglmann 
Reprints によって復刻され入手容易となった。また近年、frommann-holzboog から Günter Gawlick と
Lothar Kreimendahl による全パラグラフの羅独対訳版も出版され（Metaphysica, übersetzt, eingeleitet und 
herausgegeben von Günter Gawlick und Lothar Kreimendahl, Stuttgart-Bad Cannstatt 2011）、さらには、
Courtney D. Fugate と John Hymers による豊富な資料付きの批判的英訳が現われた（Metaphysics, A Cri-
tical Translation with Kant's Elucidations, Selected Notes, and Related Materials, translated and edited with an 
Introduction by Courtney D. Fugate and John Hymers, London, New York 2013）。本稿においても、これら
の参考資料を活用する（H.）。
6  カントの著作からの引用はアカデミー版全集による。ただし『純粋理性の批判』については、第一版を A、
第二版をBで示し、その頁数を付す。引用文中の〔　〕内および……は引用者による補足と省略である（H.）。
7  ontologia は通例「存在論」と訳されるが、この語の語源である੕νは「あるもの」であって、狭義の「存
在するもの」のみを意味するわけではない。古代ギリシア以来、むしろ「～であるもの」の意味合いが
強かったのが ੕νないし ens である（ドイツ語の „Wesen“ にはこの語感が引き継がれているように思われ
る）。したがって、§ 61 では「存在に関して
0 0 0 0 0 0
可規定的な可能なもの」が ens と呼ばれるけれども、言葉の










『形而上学』第 1 部「有論」第 1 章 翻訳
形而上学のプロレゴメナ
§ 1.










  Cf. 「自らのうちに他のものの根拠を含むものが原理と呼ばれる」（ヴォルフ『それによってあらゆる
人間的認識の諸原理が包括されるところの、学問的方法によって論究される第一哲学、もしくは有論』
（Philosophia prima, sive Ontologia, methodo scientifica pertractata, qua omnis cognitionis humanae principia 









般、そして諸霊の学である」（ヴォルフ『哲学一般についての予備的序説』（Discursus praeliminaris de 
philosophia in genere, 1728. 以下では『予備的序説』と略記）§ 79）。ここでバウムガルテンはむしろアリス
トテレスの『形而上学』（Α巻第 2 章および第 3 章）における形而上学の定義により近づいていると言える。
　なおバウムガルテンの形而上学に関するこのような定義をめぐるカントの批判については、『純粋理性




































































　否定的無〔nihil negativum〕（cf. § 54）、表象されえないもの、不可能なもの、抵触する
もの、（不合理なもの、cf. § 13）、矛盾を含むもの、矛盾を内含するもの、矛盾したものは、
Aであり、かつ、non-A である。あるいは、矛盾した諸述語をもついかなる主語もない。






　*) Etwas. **) Möglich.
§ 9.
　A であり、かつ、non-A であるものは、或るものではなく（§ 8）、したがって、無およ
11  マイアーは、「《有論〔Ontologie〕》（Ontosophia, metaphysica, metaphysica universalis, architectonica, 
philosophia prima）とは、物のより一般的なあるいはより抽象的な諸述語の学である」と訳す。またエー





  Cf. 「有論ないし第一哲学とは、有一般、ないし有であるかぎりでの有の学である」（ヴォルフ『第一哲学』
§ 1）（I.）。


















　あらゆる可能な A は A である、あるいは、あるものはいずれも、そのようなもの〔あ







とはできないとしている。『クラークとの往復書簡』第 5 書簡（129）および『人間知性新論』第 2 巻第 2
章では、あらゆる命題は真であるか偽であるかのいずれかでなければならないとしている。「矛盾の原理」
についてのヴォルフの定式化は次の通りである。「同じものが同時に、あり、かつ、あらぬということは
起こりえない。あるいは同様であることには、もし A が B であるとすれば、同じ A が B であるのではな
いということは偽である」（ヴォルフ『第一哲学』§ 28）（I.）。
14  Cf. 「或るものとはそれに或る概念が対応しているところのものである」（ヴォルフ『第一哲学』§ 59）（I.）。
15  マイアー訳は、「或るもの」、「可能なもの」の後に „eine Sache“, „res“ を加えている（§ 8）（H.）。
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るもの〕である、あるいは、あらゆる主語は自らに対する述語である。さもなければ、或








　*) Entsteht ein Widerspruch. **) Wahr. ***) nur scheinend.
§ 13.
  A と non-A とが定立されると、矛盾が生ずる（§ 9, 12）。A と、それが定立されると




　*) Ein offenbarer. **) Ein versteckter Widerspruch. ***) offenbar falsch.












18  マイアー訳では、「可能な A は A である。あるいは、あらゆる可能なものは、それがそれであるもの





また、マイアー自身の『形而上学』§ 25 では次のように言われる。「単に或るものであるように見える〔zu 














　 *) ein Grund. **) seine Folge, das in ihm gegründete. ***) das von ihm abhängende. 







　 *)wird an und vor sich betrachtet. **) an und vor sich, innerlich, schlechterdings unmög-




















21  Cf. 「根拠とは、それを通じてなぜ或るものがあるのかが理解されうるところのものである」（ヴォル
フ『神、世界、人間の魂、およびあらゆる物一般についての理性的諸考察』（Vernünfftige Gedancken von 
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即して〔secundum quid〕）可能》*）である 22。


















て論究される一般宇宙論』（Cosmologia Generalis Methodo Scientifica Pertractata, 1736（新版）. 以下では『宇
宙論』と略記）§ 111）（I.）。

























































この“q.a.”を Gawlick と Kreimendahl による羅独対訳の翻訳は一貫して「～が先行している」を意味す
る“quae antecedit/antecedent”の省略と解しているのに対して、この羅独対訳の翻訳書の後に刊行され
た Fugate と Hymers による英訳は「～は不合理である」を意味する“quod absurdum est”の省略と解し
ている。それぞれの解釈に様々な理由があるが、ここでは、文意の明確さとマイアー訳に照らして後者
の立場と同じ立場をとることにする（I.）。
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28  マイアー訳では、「帰結において含まれているあらゆるものの根拠は、《充足的根拠》（ratio sufﬁciens, 



























　根拠 B の根拠 A は帰結 C の根拠である。B の根拠から、なぜ C があるのかが認識され
うる（§ 23）。したがって、A は C の根拠である（§ 14）。
§ 26.
　帰結 B の帰結 C は、根拠 A の帰結である（§ 25, 14）。
§ 27.
　それに C が依存する或るもの B の根拠 A は、この C の《媒介的（より上位の、遠い）根拠》
*）である。媒介的でない根拠は《無媒介の（最も近い）根拠》**）である 30。





















　 *)der Zwischen-Grund. **) der letzte Grund. ***) untereinander. ****) neben einander 
stehende Gründe und Folgen.
§ 29.












　Aと Bが第三のもの Cと連結されると、Aと Bは相互に連結されている。A は、B と





















連結された C と連結されている。それゆえ、それについて B から、なぜそれがあるのか











それゆえ、それについて、それが A であるか、それとも、それが non-A であるかが定立
されうるものは、可規定的である。








32  マイアー訳では次のように説明されている。「というのは、A は、B と結合された C と結合されているし、
同様に、B は、A と結合された C と結合されている。それゆえ、ちょうど A において、B が A と共に第
三のものと結合されている場合のほかは A において認識されえない述語があるのと同様に、まさに B が
A と共に第三のものと結合されているがゆえに認識されうる述語が、B においてある。したがって、A は、
B から認識されうる述語をもち、B は、A から認識されうる述語をもつ、しかも、それら両者が第三のも
のと結合されているがゆえに。したがって、あらゆる事象は、このような連結のために、相互に根拠づ
けられており、そして、相互に連結されている（§ 14）」（§ 28）（H.）。
33  Cf. 「もし A が、それについて B が肯定されるべきであるところのものとして、あるいはそれについ
て B や E や F などが肯定されるべきであるところのものとして考察されるとすれば、A は規定されたも
のであることになるだろう。だから、規定されたものは、それについて或るものが肯定されるべきであ
るところのものである」（ヴォルフ『第一哲学』§ 112）（I.）。














　*) Bestimmungen. **) Verneinungen. ***) Eitelkeit.



















































　 *) dem möglichen an und vor sich betrachtet schon. **) beziehungs-weise zukommende 
Bestimmungen. ***) Beziehungen. ****) Verhältnisse. *****) äussre. ******) innre 
Bestimmungen.
§ 38.
　B においてあるものどもが A においてあるなら、A と B は《同じ〔idem〕》*）である。
同じでないものは《異なっている〔diversus〕》**）（他のものである）38。

















学形成』第 1 部第 4 章および「Realität の二義性　中世から近世へと至る哲学史の一断面　」（『近世
哲学研究』（近世哲学会）第 19 号、2015 年）を参照のこと（H.）。
36  Cf. アリストテレス『カテゴリー論』（6a36-37）（I.）。











〔natura〕（cf. § 430）、何性〔quidditas〕、形相〔forma〕、全体の形相的なもの、 〔ウー
























であるかである（§ 10）。前者は、《本質的な部分》（essentialia, determinationes primae, principes）である。
しかし、後者は、《変状》（affectiones）である」（§ 34）（H.）。







るからである（§ 40, 14）。したがって、各々の規定は各々と連結されている（§ 33）。
§ 48.
　《普遍的連結》*）（調和）は、各々すべてにおいてあるものである 42。








































〔actualis〕》*）であり、後者は《欠如的非有（無（cf. § 7））〔non ens (nihil) privativum〕》
（単に可能なもの）**）と呼ばれる 46。













































47  バウムガルテンの「存在」概念と、それのカントへの関係については、檜垣『理論哲学形成』第 1 部











































































ﬁctum〕》**）（空理的理性の有〔ens rationis ratiocinantis〕（cf. § 647））である 49。
　*) ein Unding. **) ein erdichtetes Ding.
§ 63.
　あらゆる有は、可能であり（§ 61）、根拠（§ 20）、充足的根拠 （§ 22）および帰結（§ 
23）をもち、したがって、二様に連結されており（§ 24）、本質（§ 53）および諸々の本質

























　カント『判断力批判』§ 91 において、ens rationis ratiocinantis は ens rationis ratiocinatae に対置されて
いる（H.）｡
　なお、ratio ratiocinans と ratio ratiocinata という対置を行う議論の淵源としては、スアレス『形而上学
討論集』（Disputationes metaphysicae, 1597）第 7 討論が挙げられる。実在的区別〔distinctio realis〕とは
別の概念的区別〔distinctio rationis〕についての説明がなされる箇所でスアレスは、「物において基礎を























徴、cf. § 350, 徴表〔nota〕、特徴的徴表）**）である。ところで、有のあらゆる規定は、
そこから、その有が未規定的でもなければ、他の仕方では規定されもしないということ
が認識されうるものである（§ 36, 34）。それゆえ、あらゆる規定は、有の相違である（§ 
38, 14）52。


































　 *) ähnlich. **) gleich. ***) gleichartig. ****) unähnlich. *****) ungleich. ******) un-
gleichartig.
53  マイアー訳では次のようになっている。「物のあらゆる内的規定は、なるほど、その物において an und 
vor sich selbst に考察されて、一般に表象されうるが（§ 23）、しかし、ここから、それらが、それらが物












































































　*) Eins. **) wesentlich eins.
§ 74.
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58  マイアー訳では次のようになっている。「物の諸規定の各々は一なるものである（§ 56）。ところで、
それらは、それらが同一の物の規定であるがゆえに、一部は同じであり（§ 33）、一部は相互に異なって
いる（§ 32, 34, 38）。したがって、それらは多なるものである（§ 17）。それゆえ多性は an sich に考察さ
れた各々の物において表象されうる。そして、それは、あらゆる可能な物の内的規定である（§ 32）。し
かし、私たちはそれを、それを他の一なるものとの関係において考察することなしには、判明に認識し
えないので（§ 57）、それは量である（§ 53）。したがって、あらゆる可能なものは量をもつ」（§ 58）（H.）。
59  マイアー訳では次のようになっている。「現にあるもの、多なるものでないもの、あるいは、一なる
















　*) dem Grunde gemäss, übereinstimmig und zukommend.
§ 81.
　A が定立されると B が廃棄されるなら、A と B は対立している *）62。




















defectus としての否定性は「無頓着」（Gleichgültigkeit）である（Vgl. II 180f.）。詳しくは、檜垣『理論哲








































































じ根拠に適って結合される（§ 83, 78）。A と B においてあるものは、それらに《共通》*）
である。A においてあるが、B においてはないものは、B との関係〔respectus〕において、
A に《固有》**）である。それゆえ、秩序においては共通の規則がある。






64  アカデミー版の propositis は propositio の誤植である（H.）。
65  マイアー訳の § 64 は次のごとく。「規定が根拠に適うべき場合、その規定がいかにあらねばならない
かを言表するところの命題、あるいは、根拠に適った規定の表象は、《指定〔Vorschrift〕》あるいは規則
（norma, regula, lex）である。それゆえ、諸々の規則がある場合には、諸々の指定がある（§ 63）」（H.）。
66  マイアー訳では次のようになっている。「或る物の、他の諸物との同居によって規定されるような、他
の諸物に対する或る物の相対的なもの〔Beziehung〕は、その或る物の《位置》（positus）である。それゆえ、
それの位置がある場合には、指定もある（§ 64, 32）」（§ 65）（H.）。




同じ根拠に（§ 64）適った仕方で総括される。A においてあり、B においてもあるものは、それらに《共
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るなら、《合成された秩序》**）と呼ばれる 68。







　*) die metaphysische Wahrheit. **) die nothwendige metaphysische Wahrheit.
§ 90.
　あらゆる有の諸規定は結合され、本質的な諸規定は矛盾の原理（§ 40, 7）に即して結合
され、附帯的な諸規定、諸属性は、矛盾の原理（§ 64, 7）そして根拠の原理（§ 20）、充足
的根拠の原理（§ 22, 50）に即して結合され、諸様態は、矛盾の原理（§ 65, 7）そして根拠
の原理 （§ 42, 20）に即して結合され、本質的なものどもおよび諸変状は、帰結の原理（§ 








69  マイアー訳では次のようになっている。「《普遍的な認識諸根拠》（principia catholica, universalia）




70  マイアー訳の § 69 は次のごとく。「あらゆる物のあらゆる規定は、各々の可能な物において同居する。
1） いかなる規定も他の規定と矛盾しないことによって、矛盾の命題に従って（§ 87, 35, 41）。2） 根拠、











　*) ein Traum, das geträumte. **) das Land der Wünsche.
§ 92.
　《全般的〔catholicus〕な（普遍的〔universalis〕な）諸原理（cf. § 307, 311）》*）は、各々
すべての有に共通である。形而上学的に真なるものどもは、全般的な諸原理によって（§ 7, 




71  Cf. 「充足的根拠の原理が廃棄されると真の世界は、そこでは人間の意志が生起するものどもの根拠と
して立つことになるところの架空の世界になる」（ヴォルフ『第一哲学』§ 77）（I.）。








































　*) Gewissheit der Dinge.
73  バウムガルテンは、既に § 12 で「真」（verus）ということに触れ、「単に見えるだけでなく、あるもの
は、真と言われ、単に見えるだけで、あるのではないものは、仮象的と言われる」としていた。マイアー
の『形而上学』によれば、この場合の「ある」とは、「実際にもそれである」〔in der That seyn〕という
ことであり、「真であること」はこの実際性を意味する（注 19 参照）。§ 89, 90, 92 では、「ある」ことが「実
際のこと」だといかにして分かるのかが確認されている。「あるもの」すなわち「有」は「可能なもの」




　これを受けて『美学〔感性論〕』§ 423 でも、「諸客観の形而上学的真理」（veritas obiectorum 
metaphysica）は「それらの客観の、最も普遍的な諸原理との適合」（conuenientia eorundem cum 
vniuersalibus maxime principiis）であると言われるが、「或る客観における形而上学的に真なるものの表
象」（repraesentatio veri in aliquo obiecto metaphysici）は、それが一定の主体の魂の内部へもちきたされ


















してエーベルハルト「人間の認識の論理的真理あるいは超越論的妥当性に関して」（Über die logische 
Wahrheit oder die transzendentale Gültigkeit der menschlichen Erkenntnis. 『哲学雑誌』（Philosophisches 
Magazin）第 1 巻第 2 分冊（1788 年）第 2 論文）における「形而上学的真理」などを考察することによっ
て、より理解を深められる。詳しくは、檜垣良成「エーベルハルトの論理的真理」（筑波大学哲学・思想
専攻『哲学・思想論集』第 31 号、2006 年）を参照のこと（H）。
74  マイアー訳では次のようになっている。「《事象の確実性》（certitudo objectiva）とは、その事象の真理
の明晰な認識の可能性である。ところで、あらゆる物の真理は（§ 69）明晰に認識されうる（§ 8）。したがっ


























　*) mit einander streitende Richtschnuren. **) Ausnahme.





















　*) wesentliche. **) innre ausserwesentliche. ***) innre. ****) äussre.
§ 99.
　あらゆる有の本質的なものどもは、それの本質へと合致し（§ 63, 40）、諸属性へと合致
















Übersetzung mit Kommentar von Baumgartens Metaphysica




Alexander Gottlieb Baumgarten ist als Begründer der Ästhetik als eigener wissenschaftlicher 
Disziplin neben der Logik bekannt. Dies hat damit zu tun, dass er ein Erbe der Leibniz-
Wolffschen Philosophie ist. In den Meditationes de cognitione, veritate et ideis hat Leibniz das 
Problem der Grenzen der Analyse durch den menschlichen Verstand aufgedeckt. Dafür hat 
Baumgarten eine Lösung vorgeschlagen, indem er eine zur rationalen Erkenntnis analoge 
Erkenntnisweise (analogon rationis) über die unteren Erkenntnisvermögen (Sinnlichkeit) 
formuliert hat. Die Betrachtungen des Zusammenspiels von Baumgarten und seinem 
Vorgänger tragen zum Verständnis der Geschichte der Philosophie (insbesondere der 
Neuzeit) bei.
Kant benutzte während seiner 41-jährigen akademischen Lehrtätigkeit Werke Baumgartens 
als Lehrbuch. Das gilt insbesondere für die Metaphysica. Dieses Lehrbuch lag beinahe 
durchgängig Kants Vorlesungen über Metaphysik – und später auch denen über Anthropologie 
– zugrunde. Deshalb bestimmen die Terminologie und die Formen der Begründung in der 
Metaphysica auch diejenigen der Philosophie Kants. Das Lehrbuch Baumgartens ist in dieser 
Hinsicht eine Vorraussetzung, die formale Seite der kantischen Philosophie zu verstehen. 
Außerdem schätzte Kant die Metaphysica als das „nützlichste und gründlichste unter allen 
Handbüchern seiner Art“ (I 503). 
Durch dieses kurz und bündig zusammengefasste Handbuch kann man nämlich die 
hauptsächlichen Lehren der europäischen Philosophie sehr präzis überblicken. Aus diesen 
Gründen ist es sinnvoll, dieses Buch zu übersetzen. Die vorliegende Arbeit bietet die japanische 
Übersetzung mit Kommentar der §§ 1 bis 100 der Metaphysica Baumgartens.?
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